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     起業部「魅Can部」が主催 6月14日（日）に開催しました　
第３回第３回  ゆげこうゆげこうフェスタフェスタ

弓削高校 起業部「ゆげこうフェスタ」

　
弓
削
高
校
学
生
寮
「
ゆ
め
し
ま
寮
」
に
お
い
て
、
弓
削
高
校
起
業
部
（

株
式
会
社
弓
削K

oC
o.

）
が
主
催
す
る
第
3
回
目
と
な
る
『
ゆ
げ
こ
う

フ
ェ
ス
タ
』
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
ス
テ
ー
ジ
ラ
イ
ブ
を
は
じ
め
、
地
域
の
方
々
に
よ
る
こ
だ
わ
り

の
お
菓
子
や
ハ
ン
ド
メ
イ
ド
作
品
の
出
店
な
ど
、
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で

多
く
の
来
場
者
で
賑
わ
い
、
楽
し
い
ひ
と
時
、
笑
顔
が
あ
ふ
れ
る
一
体
感

を
感
じ
さ
せ
る
ゆ
げ
こ
う
フ
ェ
ス
タ
と
な
り
ま
し
た
。
ご
来
場
い
た
だ
い

た
皆
さ
ま
、
そ
し
て
ご
協
力
い
た
だ
い
た
地
域
の
皆
さ
ま
、
本
当
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

弓
削
高
校
起
業
部
は
、
こ
れ
か
ら
も
地
域
と
の
つ
な
が
り
を
何
よ
り
も

大
切
に
し
な
が
ら
、
日
々
の
学
び
と
新
し
い
こ
と
へ
の
挑
戦
を
続
け
て
い

き
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
活
動
も
、
温
か
く
見
守
っ
て
い
た
だ
き
、
地
域
と

と
も
に
歩
む
ゆ
め
し
ま
寮
と
起
業
部
の
活
動
に
応
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。　
　

 

起
業
部　
一
致
団
結
！
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　「ゆげこうフェスタ」では、たくさんの地域の方々の協力があり、
運営しています。それを牽引している弓削高生たちの笑顔がとて
も印象的でした。起業部一人ひとりの思いが、地域の方々を巻き
込む原動力になっていると感じました。地域とともに歩むゆめしま
寮と起業部の活動。今後もおおいに期待しています。　　

弓削高校 起業部　「ゆげこうフェスタ」

▲ 弓削高校有志による発表

▲ ゲスト出演の岩城洋楽部の皆さん
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健康だより 生名支所健康推進課 ☎7４‒0911
魚島保健福祉センター ☎74―1120

あなたの心臓は健康ですか？
　8月10日が、810（ハート）と読めることから、日本心臓財団はこの日を「健康ハートの日」と提唱し
ています。愛媛県は心疾患死亡率が男女ともにワースト１位であり、その中でも上島町は心臓を悪くする
原因のひとつであるメタボリックシンドローム該当者数が県内ワースト１位です。
　心臓は握りこぶし大の大きさながら、一日に約10万回も休まず働いています。いつまでも自分らしい
生活を続けるために、働き者の心臓について少し考えてみませんか。

【 心疾患の危険因子 】

これらの疾患や状態は、動脈硬化を進行させ、心臓に大きな負担をかけます。「元気だから
大丈夫！」と思うのではなく、未来の自分のために、今日から生活を見直しましょう。　

高血圧 糖尿病 喫　煙 肥　満 加　齢脂 質
異常症

運 動
不 足

健康ハートのための幸せ習慣 4 選

　毎回の食事で塩分・糖質・動
物性脂肪を摂りすぎないことが大切
です。野菜や海藻、大豆製品を積
極的に取り入れ、腹八分目にする
　よう心がけましょう。

　「呼吸が楽になる」「体が軽く
なる」など、禁煙によるメリットは
たくさんあります。また身近にいる
大切な人の健康にも繋がります。
自力では難しい場合は禁煙
外来へ相談しましょう。

　血液循環を良くする、骨量減少
を防止するなど、メリットばかりで
す。肥満や動脈硬化を防止するた
め、散歩やラジオ体操、自転車に
　乗るなどの軽い運動を心がけ
　　ましょう。

ストレスとなる環境から離れる、
自分なりのリラックス法を取り入
　れるなど、ストレスと上手く付
　　き合い、解消するようにし
　　　ましょう。

禁煙する食事を見直す

運 動する ストレスを
　コントロールする
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① 声に出して歌いながら　② ももを高く上げて
③ 股関節を外回し・内回し ④ ふんばり足踏み
⑤ 左右ステップ　⑥ 前後ステップ
⑦ 階段で踏み台昇降　⑧ 足つぼマットを踏む

8 月 健康相談・各種教室・健診ガイド
★印は、健康ポイント10 Ｐ獲得できます　

健康相談 ★

20日(木) 10:00 ～ 11:30 魚島地域交流センター

健康相談 ★

3日(月) 10:00 ～ 11:00 岩城総合支所2階

21日(金) 10:00 ～ 11:00 長江集会所

デイケア ★

26日(水) 13:30 ～ 15:00 岩城保健センター

魚島地区

岩城地区　　

弓削地区　　　

プレイルーム開放日

毎週金曜 9:00 〜 15:00 弓削保健センター

健康相談 ★

4日(火) 9:30 〜 10:30 せとうち交流館　

元気アップ体操
ーすきま時間体操ー

　「熱中症警戒アラート」が発表された日や、暑さ指数
（WBGT）が高い日は、不要不急の外出を控え、エ
アコンの効いた室内で過ごしましょう。そのうえで、こ
まめな水分補給を忘れずに行いましょう。

　特にこの時期は、暑さで運動不足になりがちで
すが、朝晩の涼しい時間帯や、エアコンの効いた
室内での、少し汗ばむ程度の運動はおすすめです。
なぜなら、適度な運動習慣は、生活習慣病予防、
心肺機能の維持、ストレス緩和、睡眠の質向上、
免疫力強化など、心身に多くの健康効果が期待で
きるからです。暑さを上手に避けながら、無理の
ない範囲で、日々の生活に「+10 分」の体操を
取り入れ、健康への大きな一歩としましょう。

健康相談 ★

28日(金) 10:00 ～ 11:00 生名総合支所

生名地区

ポイント

　

◉立位で行う場合は、転倒予防のため、安定した
 支えを持てる場所で行いましょう
◉座位でも十分に効果があります。背筋を伸ばして
 座り、行いましょう

「お家で歩こう +10 分」

80歳以上で20本以上の歯を保っている方を募集
令和 8年度「元気歯つらつコンクール」

　対　象　　以下の４つの要件を満たす方を募集。
　① 令和 8 年４月１日現在、満 80 歳以上の方
　② しっかり噛める自分の歯（天然の歯）が 20
　 本以上ある方
　③ これまで「元気歯つらつコンクール」の受賞
　 経験（入賞含む）がない方
　④ 口腔審査に参加できる健康状態の方
　【申し込み先】　 
　　令和8年８月5日（水）までに今治保健所健康
　増進課へ 　☎︎ 0898-23-2500（内 237）
　※詳細は申し込み受付後、保健所より連絡します。

バリエーション

Ｃ Ａ Ｔ Ｖ 11 チ ャ ン ネ ル で
火・ 木・ 土　13 時・18 時 放 映 中！

方法
◉ 自分のペースでリズミカルにその場で足踏みを
 する
◉ 呼吸は自然に
◉ 10 分を 2～3 回に分けて行ってもいいです

CATV １１チャンネルで放映中の
「校歌でつなぐ！健康の架け橋」　 
体操モデルを随時募集中です。

　　　
健康推進課　☎ 74-0911 まで
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　今年度のゆめしま未来塾では、
読書を通して新たな考え方や価値
観に触れる機会として、毎月読書
会を開催しています。5月・6月の
読書会では、地域協力依頼書を活
用した活動として、塾生が自分の

「」」

おすすめの本を紹介するPOP作り
に挑戦しました。完成したPOP
は、地域の書店「ゆたかの本屋
ちゃん」の店頭に設置していただ
き、多くの方に見ていただく機会
となりました。 塾生たちは、本の

魅力を自分の言葉で伝えることの
楽しさや難しさを学び、地域との
つながりを実感する貴重な経験と
なりました。また、この活動には
テレビ局の取材が入り、その様子
が6月に放送されました。今後も
地域と関わる学びの機会を大切に
していきます。　

島おこし協力隊活動日記

ゆ
め
し
ま
未
来
塾

　
　
　
辻
村　
大
樹

公 営 塾 塾生が作る「おすすめ本POP」を書店に展示

　
　こんにちは。ゆめしま寮ハウスマ
スターの川島です。
　5月末から6月初旬にかけて県総
体がありました。各部活練習に励
み、時には練習試合の後「ただいま
ー！負けた～！あとちょっとで勝て

たのに！」と帰寮早々に悔しい報告
があった時も…。
  3年生は県総体が終われば引退。
受験前の最後の部活に悔いが残らな
い様、皆一生懸命取り組んでいまし
た。宿題に部活に塾、受験勉強と

高校生の日々は目まぐるしい忙しさ
です。そんな中でも懸命に取り組む
姿には心打たれるものがあります。

　最後の試合を終え帰寮したソフト
テニス部の3人。2年生が淋しさから
感極まって泣きながらも「今まであ
りがとうございました！」と世代交
代。本当にお疲れ様でした。

　　　ゆめしま寮
　　　　　　川島　みほ子

学 生 寮 「県総体へのチャレンジ」
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島おこし協力隊ミッション　ミニコラム

島
お
こ
し
協
力
隊
ミ
ッ
シ
ョ
ン  

 
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ミ
ニ
コ
ラ
ム 

　　　
弓
削
高
校
魅
力
化
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
河
村
で
す
。

　

今
回
は
上
島
町
を
訪
れ
る
外
国
人
観
光
客
に
向
け

て
、
個
人
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
を
行
っ
て
い
る
弓

削
高
生
を
紹
介
し
ま
す
。

　
活
動
し
て
い
る
の
は
3
年
生
の
合
田
伊
吹
君
。
合

田
君
は
千
葉
県
柏
市
出
身
で「
地
元
で
怠
惰
な
生
活

を
送
っ
て
い
た
自
分
を
変
え
、
新
た
な
環
境
に
身
を

投
じ
た
い
」
と
の
思
い
か
ら
、
弓
削
高
校
へ
進
学
し

て
き
ま
し
た
。

　
ガ
イ
ド
を
始
め
た
き
っ
か
け
は
2
年
前
。
町
内
の

ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
で
ロ
シ
ア
か
ら
来
た
同
世
代
の
青
年

2
人
と
出
会
い
、
岩
城
島
を
自
転
車
で
案
内
し
た
と

き
に
遡
り
ま
す
。
元
々
、
英
語
に
自
信
が
あ
っ
た
と

い
う
合
田
君
で
し
た
が
、
青
年
た
ち
の
流
ち
ょ
う
な

英
語
に
つ
い
て
い
け
ず
、「
身
振
り
手
振
り
で
伝
え

た
が
、
全
然
話
せ
ず
本
当
に
悔
し
か
っ
た
」
と
振
り

返
り
ま
す
。

　
英
語
の
習
得
に
火
が
つ
い
た
合
田
君
は
、
町
内
の

宿
泊
施
設
や
飲
食
店
で
外
国
人
を
見
か
け
る
と
、
自

ら「
ガ
イ
ド
さ
せ
て
ほ
し
い
」
と
直
談
判
し
、
松
原

海
岸
や
大
谷
地
域
な
ど
自
身
が
魅
力
を
感
じ
る
ス

ポ
ッ
ト
を
紹
介
。
こ
れ
ま
で
に
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
、
フ

ラ
ン
ス
、
イ
タ
リ
ア
、
カ
ナ
ダ
な
ど
か
ら
訪
れ
た
20

「
上
島
の
魅
力
伝
え
た
い
～
外
国
人
に
向
け

　
　
高
校
生
が
個
人
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
」　

 

38 　

高校魅力化コーディネーター

河村　俊秀

～
30
代
の
観
光
客
10
組
以
上
を
案
内
し
て
き
ま
し

た
。
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
参
加
者
の
8
割
以
上
が（
ガ

イ
ド
に
）
と
て
も
満
足
と
回
答
し
、
感
想
の
中
に
は

「
日
本
の
若
者
が
何
を
考
え
て
い
る
か
わ
か
っ
た
。

日
本
の
将
来
展
望
は
明
る
い
」
な
ど
と
う
れ
し
い
コ

メ
ン
ト
も
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

合
田
君
は
英
語
力
の
向
上
に
留
ま
ら
ず
、「
活
動

を
通
し
て
行
動
力
が
大
き
く
身
に
つ
い
た
」
と
語
り

ま
す
。
現
在
は「
海
の
駅
舎
ふ
ら
っ
と
」
に
自
作
の

チ
ラ
シ
を
掲
示
し
、
ガ
イ
ド
希
望
者
を
募
り
な
が
ら

さ
ら
な
る
交
流
の
機
会
を
広
げ
て
い
ま
す
。
合
田
君

は「
美
し
い
上
島
町
の
海
を
多
く
の
外
国
人
に
知
っ

て
も
ら
い
た
い
し
、
価
値
観
が
違
う
さ
ま
ざ
ま
な
人

た
ち
と
交
流
す
る
楽
し
さ
を
周
り
の
人
た
ち
へ
伝
え

▲自作のチラシでガイド希望者
　を募る合田君

▲島内の絶景ポイントを案内 　本人提供

た
い
。
真
の

国
際
人
と

な
っ
て
、
世

の
中
に
羽
ば

た
い
て
い
け

れ
ば
」
と
意

欲
を
燃
や
し

ま
す
。　

▲松原海岸をガイド 　本人提供

▲ガイド参加者と記念撮影 　本人提供
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 先日、西日本最高峰として知られる
石鎚山に登りました。以前から一度
は挑戦してみたいと思っていた山で、
天気にも恵まれ、とてもよい登山日
和となりました。登山道を進むにつ
れて周囲の景色が少しずつ変わり、
標高が上がるごとに見渡せる景色も
広がっていきました。険しい場所も
ありましたが、多くの登山者とすれ

違いながら楽しく歩くことができまし
た。 
　山頂付近に到着すると、四国の
山々が遠くまで広がり、自然の雄大
さをあらためて感じました。普段生
活している島とはまた違った景色を
見ることができ、とても印象に残っ
ています。

 
　石鎚山は古くから信仰の山として
も知られており、多くの人々に親しま

れてきました。実際に登ってみるこ
とで、その歴史や文化の一端に触
れることができたように思います。
　上島町の周辺には魅力的な自然
が数多くありますが、少し足を延ば
して新しい場所を訪れることで、ま
た違った発見があります。これから
もさまざまな場所を訪れながら、愛
媛の魅力について理解を深めていき
たいと思います。　 　

ALT コーナー / 観光協会だより

弓削	月 19:30 ～ 弓削地域交流センター
生名	月 11:00 ～ 生名３分団集会所
岩城	木	 １９:30 ～ 岩城総合支所庁舎

英会話教室石鎚山に登って

弓削地区担当　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
ウィル　ジョシュア　フランク　

ALT コーナー / 上島町観光協会だより
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LETTERS FROM SCHOOL 

愛媛県総合体育大会で躍動！
　５月末から２週にわたって開
催された「第 80 回愛媛県高等
学校総合体育大会」に、本校か
らバドミントン部、女子ソフト
テニス部、卓球部が出場しまし
た。選手たちは、この日のため
に積み重ねてきた練習の成果を
発揮しようと、それぞれの競技
に全力で挑みました。

　思うような結果が得られない
場面もありましたが、最後まで
諦めることなく、一球、１点に
こだわって戦う姿が見られまし

た。競技を通して培った仲間と
の絆や努力する姿勢は、県総体
の舞台でも十分に発揮されてい
ました。

　３年生にとっては高校生活最
後の大会となりました。部活動
で得た経験や学びを今後の学校
生活や進路実現に生かし、それ
ぞれの目標に向かって歩んでく
れることを期待しています。
弁論大会開催
　６月に校内弁論大会を開催し
ました。発表では、自身の経験
や日頃感じていること、興味・

関心のある事柄について思いを
伝えました。「挑戦する勇気」「他
人と比べすぎない」「しあわせと
は何か」など、身近なテーマか
ら社会や人生について考えさせ
られるものまで、多様な内容が
発表されました。発表者は、多
くの生徒を前に緊張しながらも、
準備してきた成果を発揮し、自
らの考えを堂々と伝えることが
できました。また、聴講した生
徒たちにとっても、さまざまな
価値観や考え方に触れ、視野を
広げる機会となりました。

弓削商船高等専門学校 https://www.yuge.ac.jp/

弓削高等学校 https://ehm-yuge-h.esnet.ed.jp/

愛媛県総体、四国高校総体で
快挙！
　6 月 5 日（金）～ 8 日（月）
にかけて、愛媛県総合運動公園
陸上競技場（ニンジニアスタジ
アム）で愛媛県高校総体陸上競
技大会が行われました。
　商船学科 3 年の武

た け だ

田空
そ ら

大学
生が走高跳で 1m86 を記録し
優勝、電子機械工学科 3 年の杠

ゆずり

　
航
こ う た ろ う

太朗学生がやり投で 58m15
を記録し第 3 位に入賞しまし
た。更に、６月 20 日（土）～
22 日（月）に行われた四国高
校総体（香川県立丸亀競技場）
では、杠 航太朗学生がやり投
で 56m49 を記録し第 3 位に入
賞し、見事インターハイ初出場
の切符を手にしました。
　それぞれの競技が始まると選

手たちは集中力を切らさず、熱
気ある声援に包まれる中、多く
の種目で自己ベスト更新が見ら
れ、努力の成果が光りました。

Tongali ビジネスプランコンテ
スト 2026 で『NICT 賞』受賞！
　6月20日（土）、中日ホール（名古
屋市）でのTongaliビジネスプラン
コンテスト2026において、情報工
学科3年奥

お く が わ

河董
と う ま

馬学生（上島町
出身）が、低照度画像の鮮明化と
物体検出を同時に行うシステムの
開発について発表しました。その

結果、独自性と安全性が評価され
NICT賞等を受賞し、起業家甲子
園（学生がICT分野のビジネスプ
ランを競う全国大会）への出場権
を獲得しました。奥河学生は、「今
後の抱負としては、起業家甲子園
での『総務大臣賞』受賞を目指し
たいと思います！」と、意欲あふれる
表情で語っていました。今後の展
開と活躍に期待が高まります。

挑
戦
し
、
考
え
、
伝
え
る
弓
削
高
校
！

や
り
投
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
初
出
場
へ
！

やり投 杠学生（左）と走り高跳び武田学生（右）

← Tongali ビジネスプラン
　　　コンテストとは
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　先日、日本医師学会に所属され
ている方より、生名島出身の医師で
ある村上純祥を研究対象とした論
文をご寄贈いただきました。
　村上純祥については、過去の『広
報かみじま』（2011年３月号）にお
いて、生名島の郷土史家である村
上貢氏が「孤島からも先駆的な医
師村上純祥が…」と題して紹介され
ています。　
　村上純祥は、安政４年（1857年）
７月１日に生名島に生まれ、東京
帝国大学医学部を卒業後、明治19
年（1886年）に医術開業免状を取
得。その後、広島県尾道市土堂町
にて村上医院を開業しました。村上

純祥の著書『看病人』は、西洋書の
翻訳書ではなく、当時の日本では少
なかった、日本人による日本人のた
めの家庭医学書であったようです。
また村上純祥は明治35年（1902
年）に、故郷の生名村に「奨学金
寄附願」を提出し、500円（当時は
お米15㎏で１円くらいでしょうか）
の大金を寄付しています。『生名村
誌』によると、この奨学金は、学生
への就学用具の給与や、中学校や
商船学校などへ入学するための学
資に乏しい者への扶助を目的とし
たもので、愛媛県下ではもっとも早
い奨学制度だったのではないかと
記されています。

上島の文芸 / かみじま郷土話

かみじま郷土話 生名島出身の医師 村
むらかみ

上 純
すみよし

祥　

生
涯
学
習
課

　
　
曽
根　
大
地

村上純祥　出典：村上純祥著
　　　『飯のあぢはひ』大正13年発行）

〒
住
所

　
電
話
番
号

　
　
氏　
　
　
名

　
　
　
生
年
月
日

　
職　
業

（
山
折
り
）

令
和
九
年
歌
会
始
の
お
題

詠
進
歌
の
詠
進
要
領

お
題「
旅
」

、
、
、
、
、
、
、
、
、

、
、
、
、
、
、
、
、
、

ふ

り

が

な

書式図（半紙横長）

◆�

詠
進
歌
は
お
題
を
詠
み
込
ん
だ
自
作

の
短
歌
で
一
人
一
首
と
し
、
未
発
表

の
も
の
に
限
り
ま
す
。

お
題
は
「
旅た

び

」
で
す
が
、
歌
に
詠
む

場
合
は
「
旅
」
の
文
字
が
詠
み
込
ま

れ
て
い
れ
ば
よ
く
、「
旅
路
」、「
旅
籠
」、

「
旅
愁
」
の
よ

う
な
熟
語
に

し
て
も
、
差

し
支
え
あ
り

ま
せ
ん
。

旅
「
」 ◆

書
式　
用
紙
は
半
紙
と
し
、記
載
事
項

　
は
全
て
毛
筆
で
自
筆
し
て
く
だ
さ
い
。

　
（
書
式
図
参
照
）

◆
期
間　
9
月
30
日（
水
）ま
で（
消
印
有
効
）

◆
宛
先　
〒
１
０
０-

８
１
１
１　
宮
内
庁

　
※
封
筒
に「
詠
進
歌
」と
記
載

詳細はこちら▶︎

油
虫
そ
っ
と
物
の
け
パ
ッ
と
打
つ

森
本　
伸
子

苔
む
す
は
栄
え
し
家
の
名
残
か
な

松
永
田
鶴
子

苔
む
し
て
朽
ち
た
る
橋
の
か
た
む
き
ぬ

古
林　
幹
枝

膝
折
り
て
日
陰
彩
る
苔
の
花辻

村　
大
樹

徒
遍
路
の
草
履
を
濡
ら
す
五
月
雨　
　

田
名
後
篁
雨

双
葉
俳
壇
一
二
〇
一
回
句
集
【
岩
城
】

油
虫
た
だ
一
匹
に
大
騒
ぎ

田
中　
華
丘

こ
れ
な
ぁ
に
息
子
の
視
線
に
苔
の
花

森
崎　
阿
里

吾
が
倉
庫
二
種
の
ゴ
キ
ブ
リ
共
生
す

幸
本　
郁
夫

蹲つ
く
ば
い踞
の
水
の
ひ
び
き
や
苔
の
花

山
元　
征
子

無
住
寺
を
守
り
て
幾
年
苔
の
花

美
濃
部
妃
苗

38

広報かみじま2026.8 10



上島町議会 第２回定例会

本
定
例
会
は
６
月
17
日
（
水
）に
開
会

し
、同
日
閉
会
。
議
案
8
件
が
審
議
さ
れ

ま
し
た
。主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

■
上
島
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

　
国
保
財
政
の
安
定
化
及
び
制
度
の
維
持
を

図
る
と
と
も
に
、
被
保
険
者
間
の
公
平
性
の
観

点
か
ら
同一条
件
・
同一保
険
税
負
担
と
す
る
た

め
、
保
険
税
水
準
の
県
内
統一に
向
け
た
保
険

税
率
の
設
定
に
伴
い
、
関
係
規
定
を
整
備
す

る
必
要
が
生
じ
た
も
の
。 

―
原
案
可
決
―

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

条
例
の
改
正

■
令
和
８
年
度
上
島
町
一
般
会
計
補
正

予
算（
第
2
号
）　 　

 

|
原
案
可
決
|

　
上
島
町
議
会

　
　
　
　

第
２
回
定
例
会

会 計 名 一般会計
補 正 額 △ 1,800 万円

総 額 68 億 6,200 万円

主 な
内 容　

（新規）

○企業版ふるさと
　納税事業
○岩城診療所設備
　整備事業
○弓削学校給食セ
　ンターボイラー
　更新工事

そ　　　の　　　他

み
な
さ
ん　
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
。

６
月
に
は
早
く
も
台
風
が
日
本
に
上
陸

し
、
四
国
は
平
年
よ
り
早
い
梅
雨
入
り
宣

言
と
な
り
ま
し
た
。

本
日
は
令
和
８
年
第
２
回
定
例
議
会
を

招
集
い
た
し
ま
し
た
と
こ
ろ
、
全
員
の
出

席
を
い
た
だ
き
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
４
年
に一度
の
サ
ッ
カ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ

プ
が
始
ま
り
ま
し
た
の
で
、
寝
不
足
気
味

の
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

本
日
は
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

３
月
定
例
議
会
後
の
行
政
活
動
内
容
や

資
料
に
つ
い
て
の
詳
細
は
時
間
の
関
係
上
、

上
島
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
の
町
長
活
動
報

告
に
代
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
こ
の
場
に
お

い
て
は
主
な
事
項
の
み
を
報
告
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

桜
と
の
思
い
出
が
重
な
る
季
節
に
は
、
３

月
13
日
の
弓
削
商
船
高
等
専
門
学
校
を
皮

切
り
に
、
各
保
育
園
・
小
学
校
・
中
学
校
・

弓
削
高
校
な
ど
の
卒
業
式
や
入
学
式
に
出

席
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

離
島
留
学
に
お
い
て
も
、
今
年
度
は
魚

島
小
中
学
校
「
さ
ざ
な
み
留
学
」
に
10
名

の
入
学
が
あ
り
、
弓
削
高
校
で
は
「
ゆ
め

回
和

定

会

第
２

８

例
年

令
　

6
月
17
日
開
催
　
　

上
村
町
長
の
行
政
報
告

し
ま
寮
」
に
10
名
、
ゆ
め
し
ま
寮
以
外
に

２
名
、
留
学
生
に
カ
ウ
ン
ト
し
て
い
な
い
因

島
か
ら
は
３
名
、
生
口
島
か
ら
１
名
、
県

内
の
伊
予
市
か
ら
１
名
と
、
北
海
道
か
ら

兵
庫
県
ま
で
全
国
か
ら
大
切
な
お
子
様
を

お
迎
え
し
ま
し
た
。

子
ど
も
達
の
笑
顔
を
見
て
い
る
と
、
離

島
留
学
の
意
義
は
留
学
生
の
た
め
で
は
な

く
、「
元
気
」
と
「
情
熱
」
と
「
生
き
が

い
」
を
与
え
て
く
れ
る
、
私
た
ち
への
贈
り

物
で
は
な
い
か
と
感
じ
て
い
ま
す
。

改
め
て
、
地
元
の
子
ど
も
達
に
も
新
し

い
風
を
送
り
込
む
、
こ
の
留
学
制
度
を
支

え
て
い
た
だ
い
て
い
る
全
て
の
皆
さ
ま
に
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

３
月
１
日
の
出
初
式
に
は
来
賓
を
は
じ

め
小
さ
な
子
ど
も
達
の
参
加
が
あ
り
、
３

月
８
日
に
は
、
ゆ
め
し
ま
海
道
い
き
な
マ
ラ

ソ
ン
に
町
内
外
か
ら
多
く
の
お
客
様
を
お

迎
え
し
ま
し
た
。

３
月
15
日
、
東
広
島
市
福
富
町
に
お
い

て
第
22
回
ア
ク
ア
の
森
植
林
交
流
会
が
開

催
さ
れ
、
上
島
町
民
41
名
の
参
加
が
あ
り

ま
し
た
。

東
広
島
市
の
尾
村
産
業
部
長
を
は
じ

め
、
福
富
町
の
す
い
す
い
倶
楽
部
の
皆
さ

ま
か
ら
の
歓
迎
を
受
け
、
青
空
の
も
と
鍬

や
ス
コッ
プ
で
穴
を
掘
り
、
合
計
50
本
の
桜

や
ツ
ツ
ジ
を
植
樹
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

上
島
町
民
の
命
の
水
を
涵
養
し
て
い
た

だ
い
て
い
る
福
富
町
や
関
係
者
の
皆
さ
ま

に
、
重
ね
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

補

正

予

算

■
上
島
町
人
権
擁
護
委
員
の
選
任
に
つ
い
て

　

本
町
の
区
域
に
置
か
れ
て
い
る
人
権

擁
護
委
員
が
、
令
和
８
年
６
月
30
日
を
持

っ
て
任
期
満
了
と
な
る
た
め
、
候
補
者
を

推
薦
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
議
会
の
意
見

を
求
め
る
も
の
。

 

魚
島
地
区　
東　
喜
美
子  

―
同
意
―

 

生
名
地
区　
大
本　
一
明　

―
同
意
―

■
事
業
契
約
の
締
結
に
つ
い
て　

　
上
島
町
弓
削
小
学
校
屋
内
運
動
場
空

調
設
備
等
設
置
に
つ
い
て
設
計
、
施
工

及
び
施
工
監
理
を
一
括
し
て
実
施
す
る

事
業
契
約
を
締
結
す
る
た
め
、
地
方
自

治
法
第
96
条
第
１
項
第
５
号
並
び
に
上

島
町
議
会
の
議
決
に
付
す
べ
き
契
約
及

び
財
産
の
取
得
又
は
処
分
に
関
す
る
条

例
第
２
条
の
規
定
に
よ
る
も
の
。

　
随
意
契
約　
７
９
３
１
万
円

　
山
陰
酸
素
工
業　
株
式
会
社

　
　
　
　
　
　
　
　

―
原
案
可
決
―

■
報
告
事
項
第
１
号　

　

地
方
自
治
法
施
行
令
第
１
４
６
条
第

２
項
の
規
定
に
よ
り
、
令
和
７
年
度
繰

越
明
許
費
繰
越
計
算
書
を
報
告
。

■
報
告
事
項
第
2
号

　
地
方
公
営
企
業
法
第
26
条
第
３
項
の
規

定
に
よ
り
、
令
和
７
年
度
上
島
町
下
水
道

事
業
会
計
予
算
繰
越
計
算
書
を
報
告
。

■
報
告
事
項
第
3
号

　
第
三
セ
ク
タ
ー
経
営
状
況
に
つ
い
て
、

地
方
自
治
法
第
２
４
３
条
の
３
第
２
項

の
規
定
に
よ
り
報
告
。
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上島町議会 第２回定例会

さ
ん
に
は
、
町
民
代
表
の
公
約
を
形
に
す

る
の
も
職
務
の
ひ
と
つ
で
あ
る
こ
と
を
お
伝

え
し
、
上
島
町
の
職
員
と
し
て
誇
り
を
持

ち
、
よ
り
よ
い
ま
ち
づ
く
り
と
町
民
生
活
の

環
境
改
善
に
尽
力
し
て
ほ
し
い
と
お
願
い
し

ま
し
た
。

４
月
３
日
に
は
愛
媛
県
庁
や
関
係
機
関

を
、
10
日
に
は
高
松
の
整
備
局
や
運
輸
局
・

財
務
局
な
ど
へ
、
15
日
か
ら
は
東
京
に
お
い

て
各
省
庁
や
国
会
議
員
、
延
べ
99
箇
所
・

１
８
０
人
（
県
関
係
40
箇
所
・
76
人
、
四

国
関
係
23
箇
所・33
人
、
国
関
係
36
箇
所・

71
人
）
へ
新
年
度
の
挨
拶
回
り
を
兼
ね
て

情
報
収
集
や
要
望
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

４
月
４
日
は
、
因
島
医
師
会
病
院
と
因

島
総
合
病
院
統
合
記
念
式
典
お
よ
び
新
棟

落
成
式
に
出
席
し
ま
し
た
。
新
体
制
の
因

島
医
師
会
病
院
は
、
外
来
診
察
室
、
透
析

室
な
ど
の
病
棟
を
新
築
さ
れ
、
常
勤
医
師

は
９
人
か
ら
16
人
へ
と
増
員
さ
れ
ま
し
た
。

診
療
科
目
は
、
新
た
に
腎
臓
内
科
、
小

児
科
、
歯
科
口
腔
外
科
、
リ
ウ
マ
チ
・ 

膠

原
病
科
の
４
科
が
加
わ
り
、
夜
間
救
急
体

制
も
午
後
５
時
か
ら
午
後
８
時
ま
で
対
応

し
て
い
た
だ
け
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

外
来
や
救
急
体
制
の
充
実
な
ど
ご
配
慮

い
た
だ
い
た
藤
井
医
師
会
会
長
や
山
本
医

院
長
を
は
じ
め
、
関
係
者
の
皆
さ
ま
の
ご

尽
力
に
心
か
ら
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

５
月
11
日
に
は
、
昨
年
４
月
か
ら
閉
鎖

さ
れ
て
い
た
岩
城
診
療
所
が
、
岩
城
島
診

療
所
と
し
て
再
開
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
次
田
医
師
が
理
事
長
の
社
会
医
療
法

人
「
心
海
会
（
こ
こ
み
か
い
）」
が
新
た
に

運
営
主
体
と
な
り
、
現
状
で
は
次
田
医
師

を
含
む
５
名
が
交
代
で
診
療
に
あ
た
り
ま

す
。
こ
れ
か
ら
は
初
期
診
療
や
、
高
齢
者

や
持
病
患
者
の
継
続
的
な
健
康
管
理
が
更

に
充
実
す
る
こ
と
で
、
地
域
の
安
心
感
が

高
ま
る
も
の
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

５
月
14
日
か
ら
15
日
に
か
け
て
、
国
の

令
和
９
年
度
予
算
に
間
に
合
う
よ
う
、
上

島
町
の
現
在
と
未
来
の
課
題
を
し
っ
か
り
と

網
羅
し
た
「
令
和
９
年
度
上
島
町
の
施
策

等
に
関
す
る
要
望
書
」
を
、
前
田
議
長
に

も
御
同
行
い
た
だ
き
、
国
土
交
通
省
、
総

務
省
、
環
境
省
な
ど
の
各
省
庁
や
愛
媛
県

選
出
国
会
議
員
な
ど
49
名
へ
配
布
の
上
、

陳
情
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

そ
の
内
容
は
、

①
観
光・産
業
推
進
事
業
の
支
援
に
つ
い
て

②
ゆ
め
し
ま
海
道
周
遊
観
光
の
推
進
に
お

　
け
る
道
路
施
設
整
備
に
つ
い
て

③「
島
」と「
海
」を
結
ぶ
賑
わ
い
空
間
施

　
設
の
整
備
に
つ
い
て

④
移
住
・
定
住
促
進
お
よ
び
関
係
人
口
創

プ
ン
し
、
オ
ー
ル
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
を
は
じ

め
、
新
た
な
歩
み
を
始
め
ま
し
た
の
で
、

町
民
の
皆
さ
ま
の
積
極
的
な
活
用
を
お
願

い
し
ま
す
。

令
和
８
年
度
か
ら
、
子
育
て
支
援
を
目

的
と
し
て
、
上
島
町
で
も
小
学
校
の
給
食

費
無
償
化
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

物
価
高
騰
や
給
食
日
数
の
変
動
で
影
響

を
受
け
る
可
能
性
は
あ
り
ま
す
が
、
今
後

も
国
か
ら
の
交
付
金
活
用
に
よ
る
、
保
護

者
負
担
な
し
の
給
食
提
供
を
継
続
し
て
ま

い
り
ま
す
。

物
価
高
騰
対
策
と
し
て
４
月
15
日
か
ら

配
送
を
開
始
し
た
「
か
み
じ
ま
生
活
応
援

商
品
券
（
第
４
弾
）」
に
つ
き
ま
し
て
は
、

長
期
不
在
の
お
宅
を
除
い
て
５
月
１
日
に
は

町
民
の
皆
さ
ま
の
お
手
元
に
届
け
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

本
商
品
券
は
、
町
民
の
皆
さ
ま
の
生
活

支
援
と
、
町
内
事
業
者
の
活
性
化
を
目
的

と
し
た
も
の
で
あ
り
、
日
々
の
生
活
の
中
で

ご
活
用
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
町
内
で
の
消

費
に
よ
る
経
済
活
性
化
に
つ
な
が
る
も
の
と

考
え
て
い
ま
す
。

４
月
１
日
の
年
度
始
め
の
全
体
課
長
会

に
お
い
て
は
、
私
の
選
挙
公
約
で
あ
る
①
思

い
や
り
の
あ
る
町
づ
く
り
、
②
活
力
あ
ふ

れ
る
町
づ
く
り
、
③
心
豊
か
な
町
づ
く
り
、

④
自
立
す
る
町
づ
く
り
、
が
私
の
ビ
ジ
ョ
ン

で
あ
る
こ
と
を
再
確
認
し
ま
し
た
。

ま
た
、
そ
の
公
約
を
実
現
す
る
こ
と
は

町
長
の
重
要
な
責
務
で
あ
り
、
職
員
の
皆

３
月
17
日
に
は
、
家
老
渡
フェ
リ
ー
社
長

と
何
度
目
か
の
直
接
協
議
を
行
い
、
航
路

維
持
の
方
向
性
が
決
ま
り
ま
し
た
。
さ
ま

ざ
ま
の
方
々
か
ら
存
続
の
要
請
が
あ
り
ま

し
た
が
、
こ
れ
か
ら
が
重
要
な
期
間
で
す
。

皆
さ
ん
の
生
活
を
支
え
て
く
れ
て
い
る
イ
ン

フ
ラ
を
維
持
す
る
た
め
に
も
、
今
後
は
要

請
だ
け
で
は
な
く
町
民
の
皆
さ
ん
の
有
形
の

協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

３
月
20
日
、
高
井
神
島
の
漫
画
学
校
を

訪
れ
て
い
た
ノ
ル
ウ
ェ
ー
ス
タ
デ
ィ
ー
ツ
ア
ー

の
専
門
学
生
20
名
の
歓
迎
会
を
弓
削
島
で

実
施
し
ま
し
た
。
弓
削
高
校
の
学
生
と
の

プ
レ
ゼ
ン
ト
交
換
や
班
ご
と
に
分
か
れ
て
の

島
内
散
策
な
ど
に
よ
り
、
豊
か
な
国
際
交

流
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。

漫
画
学
校
の
お
か
げ
で
、
高
井
神
島
に

は
移
住
者
や
訪
れ
る
人
が
増
え
て
い
ま
す
。

町
民
の
皆
さ
ん
も
高
井
神
島
に一度
訪
れ
る

な
ど
、
盛
り
上
げ
て
頂
き
ま
す
よ
う
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

３
月
22
日
に
は
鬼
北
町
で
「
シ
ク
ロ
ク
ロ

ス
大
会
」
に
参
加
し
、
小
雨
の
中
、
マ
ウ

ン
テ
ン
バ
イ
ク
で
ぬ
か
る
み
の
コ
ー
ス
を
走
っ

て
ま
い
り
ま
し
た
。

３
月
23
日
、
新
生
児
誕
生
記
念
品
贈
呈

式
を
開
催
し
、
例
年
よ
り
多
く
の
お
子
様

に
感
激
い
た
し
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
私
た

ち
の
町
が
、
子
育
て
し
や
す
い
環
境
で
あ
り

続
け
ら
れ
る
よ
う
、
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

３
月
30
日
、
フ
ェ
ス
パ
が
グ
ラ
ン
ド
オ
ー
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出
への
支
援
に
つ
い
て

⑤
民
間
離
島
航
路
への
支
援
に
つ
い
て

⑥
離
島
に
お
け
る
燃
油
類
の
格
差
是
正
に

　
つ
い
て

⑦
海
業・水
産
業
への
支
援
に
つ
い
て

⑧
歴
史
文
化
遺
産
の
調
査
と
保
存・活
用

　
に
つ
い
て

⑨
脱
炭
素
社
会
に
向
け
た
支
援
に
つ
い
て

で
す
。

５
月
17
日
に
は
、
愛
媛
県
総
合
運
動
公

園
で
開
催
さ
れ
た「
第
76
回
全
国
植
樹
祭
」

に
出
席
し
ま
し
た
。
本
県
で
の
開
催
は
60

年
ぶ
り
２
回
目
と
な
り
、
式
典
に
は
、
天

皇
皇
后
両
陛
下
の
ご
臨
席
を
賜
る
と
と
も

に
、
県
内
外
か
ら
多
く
の
参
加
者
を
迎
え
、

記
念
植
樹
が
行
わ
れ
る
な
ど
盛
大
に
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
本
町
か
ら
は
、
長
年
に
わ
た
り

桜
の
植
樹
活
動
に
尽
力
し
て
こ
ら
れ
た
「
岩

城
寿
会
」「
岩
城
老
友
会
」
に
、
第
76
回

全
国
植
樹
祭
愛
媛
県
緑
化
等
功
労
者
知
事

感
謝
状
を
授
与
さ
れ
ま
し
た
。
多
年
に
わ

た
る
地
道
な
活
動
が
高
く
評
価
さ
れ
た
も

の
で
あ
り
、
深
く
敬
意
を
表
し
ま
す
と
と

も
に
、
多
大
な
る
ご
貢
献
に
対
し
、
心
よ

り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

５
月
26
日
、
全
国
防
災
協
会
総
会
。
５

月
27
日
、
港
湾
海
岸
防
災
協
議
会
通
常
総

会
、
日
本
港
湾
協
会
定
時
総
会
。
５
月
28

日
、
全
国
治
水
砂
防
協
会
総
会
。
５
月
29

日
、
愛
媛
県
離
島
振
興
協
議
会
定
時
総

会
。
第
43
回
国
民
文
化
祭
。
第
28
回
全

国
障
害
者
芸
術
文
化
祭
愛
媛
県
実
行
委
員

会
設
立
総
会
。
に
出
席
し
ま
し
た
。

５
月
31
日
に
は
、「
上
島
町
総
合
防
災

訓
練
」
を
実
施
し
ま
し
た
。

岩
城
小
学
校
で
は
、
避
難
所
開
設
訓

練
と
連
携
し
て
、
陸
上
自
衛
隊
に
よ
り
炊

き
出
し
に
よ
る
カ
レ
ー
の
試
食
に
加
え
、
レ

ン
ジ
ャ
ー
体
験
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
て
い
た
だ

き
、
子
ど
も
達
を
楽
し
ま
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

上
島
町
と
し
て
は
、
毎
年
行
う
防
災
訓

練
に
お
い
て
、
常
に
新
し
い
取
り
組
み
を
行

い
、
町
の
課
題
を
洗
い
出
し
、
防
災
意
識

の
高
揚
や
、
関
係
機
関
と
の
連
携
を
深
め

な
が
ら
、
災
害
に
備
え
て
ま
い
り
ま
す
。

６
月
１
日
に
長
崎
県
新
上
五
島
町
に
お

い
て
、
加
藤
竜
祥
国
土
交
通
省
大
臣
政
務

官
、
金
子
容
三
内
閣
府
大
臣
政
務
官
、
山

本
啓
介
農
林
水
産
大
臣
政
務
官
、
勝
俣
孝

明
自
由
民
主
党
離
島
・
半
島
特
別
委
員
会

委
員
長
、
古
賀
友一郎
自
由
民
主
党
領
土

に
関
す
る
特
別
委
員
会
委
員
長
、
谷
合
正

明
公
明
党
離
島
振
興
対
策
本
部
長
、
西
岡

秀
子
衆
議
院
議
員
、
平
田
研
長
崎
県
知
事 

を
は
じ
め
と
す
る
数
多
く
の
来
賓
の
出
席
を

い
た
だ
き
、
令
和
８
年
度
全
国
離
島
振
興

協
議
会
通
常
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
総
会
で
は
、
離
島
振
興
法
関
係
五

法
の
趣
旨
に
よ
る
離
島
航
路
へ
の
補
助
拡

充
な
ど
の
「
令
和
８
年
度
全
国
離
島
振

興
協
議
会
通
常
総
会
決
議
」
や
「
離
島

交
通
政
策
の
抜
本
拡
充
に
関
す
る
特
別
決

議
」
ま
た
令
和
８
年
度
末
に
期
限
を
迎
え

る
「
『有
人
国
境
離
島
地
域
の
保
全
及
び

特
定
有
人
国
境
離
島
地
域
に
係
る
地
域
社

会
の
維
持
に
関
す
る
特
別
措
置
法
』
の
早

期
改
正
・
延
長
実
現
に
関
す
る
特
別
決
議 

」
な
ど
が
議
決
さ
れ
、
今
後
は
都
道
県
支

部
・
市
町
村
提
出
議
題
と
と
も
に
、
関
係

省
庁
等
に
対
し
要
望
活
動
を
行
い
ま
す
。

続
い
て
、
第
三
セ
ク
タ
ー
の
令
和
７
年

度
の
運
営
状
況
で
す
が
、
ま
ず
株
式
会
社

い
わ
ぎ
物
産
セ
ン
タ
ー
は
全
部
門
で
昨
年

を
上
回
り
、
売
上
高
１
億
５
７
９
４
万
円
、

対
前
年
比
１
０
７・０
４
％
で
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
物
価
高
騰
の
影
響
や

中
東
情
勢
を
受
け
て
今
後
の
石
油
製
品
の

供
給
不
安
や
更
な
る
価
格
高
騰
の
恐
れ
が

あ
る
こ
と
か
ら
、
必
要
資
材
の
先
行
購
入

を
行
う
な
ど
経
費
が
増
加
し
た
た
め
、
当

期
純
利
益
は
約
49
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

次
に
株
式
会
社
い
き
な
ス
ポ
レ
ク
に
つ
い

て
で
す
が
、
ス
ポ
レ
ク
職
員
の
懸
命
な
努
力

に
よ
り
、
売
上
高
２
８
０
５
万
円
と
な
り

前
年
度
を
約
４
３
０
万
円
上
回
り
ま
し
た
。

営
業
利
益
は
物
価
高
騰
の
影
響
を
大
き
く

受
け
て
お
り
ま
す
が
、
売
上
高
増
加
に
と

も
な
い
約
３
６
０
万
円
の
黒
字
と
な
っ
て
お

り
、
令
和
４
年
度
か
ら
継
続
し
て
安
定
し

た
黒
字
経
営
が
行
え
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
30
年
間
の
返
済
契
約
を
し
て

し
ま
っ
て
い
る
借
入
金
が
未
だ
２
１
５
１
万

円
残
って
い
る
状
況
で
あ
り
、
こ
れ
が
経
営

の
足
枷
に
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
引
き
続

き
、
利
用
促
進
、
経
費
削
減
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

さ
て
、
今
回
上
程
し
て
い
る一般
会
計
補

正
予
算
で
す
が
、
主
な
新
規
事
業
の
う
ち
、

岩
城
診
療
所
備
品
購
入
事
業
は
、
診
療
を

再
開
し
た
岩
城
島
診
療
所
で
使
用
す
る
レ

ン
ト
ゲ
ン
装
置
の
老
朽
化
に
よ
り
、
更
新

す
る
も
の
で
す
。

結
び
に
、
２
月
17
日
に
逝
去
さ
れ
た
台

湾
ジ
ャ
イ
ア
ン
ト
社
劉
会
長
の
冥
福
を
お
祈

り
い
た
し
ま
す
。

劉
会
長
は
ジ
ャ
イ
ア
ン
ト
社
の
創
設
者

で
、
自
社
を
自
転
車
メ
ー
カ
ー
と
し
て
世

界
ト
ッ
プ
に
成
長
さ
せ
た
だ
け
で
は
な
く
、

愛
媛
県
と
の
交
流
を
最
も
大
切
に
さ
れ
た

方
で
す
。

自
転
車
を
単
な
る
ス
ポ
ー
ツ
で
は
な
く
、

「
友
情
」「
健
康
」「
生
き
が
い
」
を
産

む
手
段
と
位
置
付
け
、
上
島
町
に
も
多
く

の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
お
客
様
を
導
い
て
く
れ

た
貢
献
者
で
も
あ
り
ま
す
。

そ
の
ご
縁
か
ら
、
台
湾
政
府
の
交
通
部

観
光
署
（
政
府
観
光
庁
）
か
ら
ご
招
待
を

い
た
だ
き
、
６
月
２
日
か
ら
４
日
ま
で
開

催
さ
れ
た
、
世
界
自
転
車
デ
ー
に
、「
し
ま

な
み
ジ
ャ
パ
ン
」
の一員
で
あ
る
上
島
町
も
、

参
加
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

台
湾
北
部
の
野
柳
地
質
公
園
管
理
事
務

所
に
お
い
て
、
観
光
署
日
月
潭
管
理
所
長

の
王
智
益
（
オ
ウ
チ
エ
キ
）
氏
、(

同
署)

北
海
岸
管
理
所
長
代
理
の
呉
健
志
（
ゴ
ケ

ン
シ
）
氏
な
ど
と
、
観
光
行
政
に
つ
い
て
意
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上島町議会 第２回定例会

見
交
換
を
行
い
、
翌
日
の
サ
イ
ク
リ
ン
グ
イ

ベ
ン
ト
に
お
い
て
も
観
光
署
長
（
観
光
庁
長

官
）
の
陳
玉
秀
（
チ
ン
ギ
ョ
ク
シ
ュ
ウ
）
氏

の
歓
迎
を
受
け
ま
し
た
。

ま
た
、
日
本
台
湾
交
流
協
会
の
台
北
事

務
所
も
訪
問
し
、
し
ま
な
み
ジ
ャ
パ
ン
や
各

市
町
の
観
光
産
業
等
に
つ
い
て
意
見
交
換

を
行
う
な
ど
、
滞
在
時
間
42
時
間
の
強
行

軍
で
し
た
が
、
各
会
場
に
お
い
て
積
極
的

に
上
島
町
の
ア
ピ
ー
ル
を
し
て
ま
い
り
ま
し

た
。上

島
町
は
今
後
も
台
湾
と
の
自
転
車
交

流
を
大
切
に
し
、
友
情
を
育
み
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

し
ま
な
み
海
道
は
す
で
に
自
転
車
の
聖

地
と
し
て
世
界
的
に
有
名
に
な
っ
て
い
ま
す

が
、
上
島
町
の
「
ゆ
め
し
ま
海
道
」
に
も

更
に
外
国
か
ら
も
多
く
の
観
光
客
が
訪
れ

て
い
た
だ
け
る
チ
ャ
ン
ス
が
あ
り
ま
す
。

本
年
は
、４
年
に
１
回
の
大
規
模
な
「
サ

イ
ク
リ
ン
グ
し
ま
な
み
２
０
２
６
」、
来
年

は
自
転
車
の
国
際
会
議V

ELO
-C

ITY

が
日
本
で
初
め
て
開
催
さ
れ
、
上
島
町
に

も
多
く
の
外
国
の
お
客
様
が
お
越
し
に
な

り
ま
す
。

 

「
ゆ
め
し
ま
海
道
」は
、日
本一の
サ
イ
ク
リ

ン
グ
ロ
ー
ド
で
す
。上
島
町
の
価
値
を
日
本

の
み
な
ら
ず
海
外
に
知
っ
て
い
た
だ
け
る
大

き
な
チ
ャ
ン
ス
で
す
の
で
、町
民
の
皆
さ
ま
の

ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

　
　
　
　
　
　
上
島
町
長　
上
村
俊
之

上島町 先田名後 一般廃棄物最終処分場埋め立て容量超過
問題にかかる第１回第三者委員会を開催

　上島町先田名後一般廃棄物最終処分場埋め立て容量超過問題にかかる第１回第三者委員会が
7 月 2 日（木）、弓削総合支所３階第１会議室および第３会議室で行われました。
　愛媛県弁護士会および広島県弁護士会から推薦を受けた委員に上村町長から委嘱状と諮問書が
交付されました。
　委員会では半年程度の調査を行い報告書の作成を行う予定です。

第三者委員会諮問事項　
（１）不適正な事務執行や行為等の経過の検証に関すること
（２）不適正な事務執行や行為等の再発防止策の提言に関すること
（３）その他第三者委員会が必要と認める事項に関すること

役　職 氏　名（敬称略） 所　属 備　考

 委 員 長 　寄
よ り い

井　真
し ん じ ろ う

二郎  しまなみ法律事務所  愛媛弁護士会推薦

 副委員長 　佐
さ と う

藤　真
ま な み

奈美  広島法律事務所  広島弁護士会推薦

 委　　員 　工
く ど う

藤　勇
ゆうこう

行  法律事務所八丁堀法律センター  広島弁護士会推薦

第三者委員会委員名簿
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お知らせ

　日本は超高齢社会を迎え、一人暮らしや高齢者のみの世帯が増えています。
　その中で、大きな課題となっているのが「日常の見守り」と「緊急時の対応」です。
　体調不良や転倒が発見されにくい、緊急時に助けを呼べない、こうした問題は SDGs の目標であ
る『目標 3　すべての人に健康と福祉を』『目標 11　住み続けられるまちづくりを』の実現におい
て欠かせないテーマです。

① 普段の生活から見守る「ハローライト」
　 生活に自然に溶け込む見守りサービスとして、
 ICT 見守り事業（ハローライト）があります。　
　 ハローライトは、普段の生活リズムをもとに異変を検知し、離れて暮らす家族等に通知が届き
 ます。通信機器付LED電球を設置すれば始められるため、高齢者の負担なく見守りを実現できます。

　
　　　　　　　　（ICT 見守り事業について、詳しくはこちらをご覧ください。）

② いざという時を守る「緊急通報装置」
　 日常の見守りに加え、急な体調不良や転倒など、緊急時の備えも重要です。
　 緊急通報装置は、ボタン一つで外部に連絡できる仕組みで、迅速な対応につながります。
　 これにより、早期対応による重症化の防止、高齢者本人の安心感の向上といった効果が期待
 されます。

　　　　　　　　
（緊急通報装置事業について、詳しくはこちらをご覧ください。）

◎ 高齢者の安全は、機器だけで守れるものではありません。
　・見守りサービスなどの「技術」
　・地域での声かけや支えあいといった「つながり」
　・家族の「関わり」
　これらが連携することで、安心できる暮らしが実現します。
　
　これから見守りシステムの技術はさらに高まると考えられます。しかし、最も大切なのは『人と
人とのつながり』です。技術を活用しながら地域全体で支えあうことで、誰もが安心して暮らせる
社会の実現につながります。
　高齢者の安全対策は、SDGs の理念である「誰一人取り残さない社会」の実現そのものです。見
守りと緊急時の備えを組み合わせ、地域全体で支えていくことが、これからの社会に求められてい
ます。

「上島町のくらし× SDGs」 　～見守りで支える高齢者の安心な暮らし～

■■ 問い合わせ
 企画情報課 ☎︎77-2500

vol.17
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と
認
め
ら
れ
た
方

③
高
等
学
校
ま
た
は
中
等
教
育
学
校
後

　
期
課
程
に
在
学
中
の
方
、
ま
た
は
中

　
途
退
学
し
た
方

　
※
詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く

　
　
だ
さ
い
。　

●
出
願
期
間　

　
8
月
28
日(

金) 

〜 

９
月
４
日(

金) 　

　
※
詳
細
は
電
話
に
て
お
問
い

　
　
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ　

　
北
条
清
新
高
等
学
校
通
信
制
課
程

☎
０
８
９-

９
０
８-

５
０
０
０

　
０
８
９-

９
９
３-

０
４
２
９

●
入
学
資
格　

①
令
和
８
年
３
月
に
中
学
校
を
卒
業
さ
れ

　
た
方
、ま
た
は
中
等
教
育
学
校
前
期
課

　
程
を
終
了
さ
れ
た
方

②
中
学
校
卒
業
程
度
の
学
力
を
有
す
る

　
い
た
し
ま
す
。

●
対
象  　
愛
媛
県
内
の
企
業
への
就
職

　
を
希
望
す
る
、以
下
の
県
外・県
内
在

　
住
者

①
令
和
9
年
3
月
大
学
、短
大
、高
専
、

　
専
修
学
校
等
卒
業
予
定
者

※
令
和
9
年
高
校
卒
業
予
定
者・右
記

　
卒
業
年
次
以
外
の
大
学
生
等
は
除
く

②
令
和
6
年
3
月
以
降
大
学
、短
大
、

　
高
専
、専
修
学
校
等
卒
業
者 (

既
卒

　
者)

③
15
歳
以
上
概
ね
35
歳
未
満
の
若
年
者

④
上
記
の
保
護
者(

※
見
学
を
可
能
と

　
し
ま
す)        

●
そ
の
他　
参
加
無
料・予
約
不
要・服

　
装
自
由・履
歴
書
不
要

●
問
い
合
わ
せ

　
若
年
者
地
域
連
携
事
業
事
務
局

　
　
　
　
　

(

愛
媛
労
働
局
委
託
事
業)

 

【
受
託
企
業
】　

 

㈱
東
京
リ
ー
ガ
ル
マ
イ
ン
ド
松
山
支
社　
　
　
　
　

☎︎
0
7
0-

1
7
4
6-

5
3
3
3 

　

  ehim
e-jakunen@

lec.co.jp

●
日
時    

8
月
12
日(

水)

・8
月
13
日

　
　
　
　
　
　
　

(

木) 

13
時
～
17
時

●
場
所    

松
山
市
総
合
コ
ミ
ュニ
テ
ィ

　
　
セ
ン
タ
ー 

企
画
展
示
ホ
ー
ル
１
階                  

　
　
松
山
市
湊
町
7
丁
目
5
番
地

●
内
容  　
参
加
企
業(

50
社
1
日
25
社

　
予
定)

が
参
加
す
る
合
同
就
職
面
接
会 

　
参
加
企
業
は
決
定
次
第
、「
わ
く
わ
く

　
ワ
ー
ク
愛
媛
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」に
掲
載

お知らせ

「
お
仕
事
フ
ェ
ス
タ
2
0
2
6 

i
n
 

E
h
i

m
e
」
U
I
J
合
同
就
職

面
接
会
の
ご
案
内

　
病
気
や
そ
の
他
や
む
を
得
な
い
事
由

に
よ
り
、
中
学
校
を
卒
業
す
る
こ
と
が

で
き
な
か
っ
た
者
で
令
和
９
年
３
月
31

日
ま
で
に
満
15
歳
以
上
に
な
る
者
、
お

よ
び
日
本
国
籍
を
有
し
な
い
者
で
、
令

和
９
年
３
月
31
日
ま
で
に
満
15
歳
以
上

に
な
る
者
に
対
し
て
、
中
学
校
卒
業
程

度
認
定
試
験
が
次
の
と
お
り
実
施
さ
れ

ま
す
。

●
試
験
日　
10
月
15
日(

木)

●
試
験
場　
愛
媛
県
中
予
地
方
局

●
願
書
提
出
先　
文
部
科
学
省

●
願
書
受
付
期
間　

　
６
月
22
日(

月)

～
８
月
21
日(

金)

　
　

 

※
消
印
有
効

●
出
願
書
類
の
請
求
・
問
い
合
わ
せ
先

　
愛
媛
県
教
育
委
員
会
事
務
局

　

 

　

指
導
部
義
務
教
育
課

　
　
　
☎︎
０
８
９-

９
１
２-

２
９
４
１

　
上
島
町
教
育
委
員
会　
　

　
　
学
校
教
育
課 

☎︎
７
７-

２
２
０
７

令
和
8
年
度 

就
学
義
務
猶
予
免
除

者
等
の
中
学
校
卒
業
程
度
認
定
試

験
の
実
施
に
つ
い
て

～
現
況
届
の
提
出
の
ご
案
内
～

児
童
扶
養
手
当
受
給
資
格
者
の
み

な
さ
ま
へ
　

全
国
一
斉
「
こ
ど
も
の
人
権
相
談
」

強
化
週
間

 

～
大
丈
夫 

いつ
で
も
き
か
せ
て 

君
の
声
～

「
電
話
相
談
開
設
」
の
お
知
ら
せ

●
相
談
内
容　
い
じ
め・体
罰・不
登
校・

　
親
か
ら
の
虐
待
な
ど
、
こ
ど
も
の
人

　
権
問
題
に
関
す
る
あ
ら
ゆ
る
相
談

　
　
※
無
料
・
秘
密
厳
守
・
予
約
不
要

●
実
施
日
時
等　

　
8
月
28
日(

金)

〜
9
月
3
日(

木)

　
　
　
　
　
8
時
30
分
か
ら
19
時
ま
で

　
　
※
土
日
は
10
時
か
ら
17
時
ま
で

　
全
国
共
通　
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

　
　
　
０
１
２
０-

０
０
７-

１
１
０

　
　
　
※
携
帯
電
話
か
ら
の
相
談
も
可
能

北
条
清
新
高
等
学
校
通
信
制
課
程

後
期
入
学
（
10
月
入
学
）
生
徒
募
集

Fax

　
受
給
資
格
者
全
員
（
全
部
支
給
停
止

の
方
を
含
む
。
）
が
対
象
で
、
毎
年
８

月
１
日
か
ら
８
月
30
日
ま
で
の
間
に

「
児
童
扶
養
手
当
現
況
届
」
を
提
出
し

て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
２
年

間
提
出
し
な
い
と
受
給
資
格
が
な
く
な

り
ま
す
の
で
、
気
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

　
８
月
初
旬
ま
で
に
専
用
の
届
出
用
紙

が
届
き
ま
す
の
で
、
必
要
な
書
類
と
あ

わ
せ
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
詳
し
く
は
、
各
総
合
支
所
住
民
課
ま

た
は
町
民
生
活
課
児
童
扶
養
手
当
担
当

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。　

弓
削
総
合
支
所　
☎︎
７
７-

２
５
０
３

生
名
総
合
支
所　
☎︎
７
６-

３
０
０
０

岩
城
総
合
支
所　
☎︎
７
５-

２
５
０
０

魚
島
総
合
支
所　
☎︎
７
８-

０
０
１
１
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○
推
薦
入
試(

専
願
制)

　
8
月
31
日(

月)　
〜　
９
月
18
日(

金) 　

○一般
入
学
試
験(

一次
募
集)

　
12
月
１
日(

火)　
〜　
12
月
21
日(

月) 

▼
試
験
日

○
推
薦
入
試　
10
月
８
日(

木) 　

○一般
入
学
試
験　
1
月
21
日(

木) 

▼
募
集
定
員　
55
人

　
（
農
産
園
芸
コ
ー
ス
、
果
樹
コ
ー
ス
、 

畜
産
コ
ー
ス
）

●
ア
グ
リ
ビ
ジ
ネ
ス
科

▼
受
験
資
格　
農
業
大
学
校
ま
た
は
専

　
門
学
校
、短
期
大
学
、大
学
卒
業(

見

　
込)

者
な
ど

※
最
終
学
歴
が
高
等
学
校
卒
の
場
合
は
、

　
2
年
以
上
の
就
業
経
験
が
必
要

▼
選
考
方
法　
イ
ン
タ
ー
ン
実
習
受
入

　
拠
点
法
人
な
ど
と
の
面
談
、
小
論
文

　
お
よ
び
面
接
試
験

▼
願
書
受
付
期
間　

　
6
月
22
日(

月)　
〜　
８
月
31
日(

月) 　

▼
試
験
日　

　
10
月
９
日(

金) 　

▼
募
集
定
員　
５
人

　
（
農
業
経
営
者
養
成
コ
ー
ス
）

●
問
い
合
わ
せ

　
え
ひ
め
農
業
未
来
カ
レ
ッ
ジ

　
　
　
　
（
愛
媛
県
立
農
業
大
学
校
）

　
　
松
山
市
下
伊
台
町
１
５
５
３
番
地

☎
０
８
９-

９
７
７-

３
２
６
１

※
総
合
農
学
科
、
ア
グ
リ
ビ
ジ
ネ
ス
科
と
も
に
定

員
に
満
た
な
い
場
合
は
追
加
募
集
を
行
い
ま
す
。

詳
し
く
は　

https://him
ekare.jp　

お知らせ

県
今
治
庁
舎
は
8
月
31
日(
月)
よ
り

今
治
市
役
所
第
３
別
館
（
旧
今
治
小
学

校
）に
仮
移
転
し
て
業
務
を
行
い
ま
す
。

（
対
象
：
総
務
県
民
室・税
務
室・商
工
観
光
室・

今
治
保
健
所
・
地
域
農
業
育
成
室
・
産
地
戦
略

推
進
室・農
村
整
備
課・森
林
林
業
課・水
産
課・

今
治
土
木
事
務
所
）

●
仮
移
転
先

　
　

今
治
市
南
大
門
町
２
丁
目
５-

１

　

  

今
治
市
役
所
第
３
別
館

●
問
い
合
わ
せ　

　
愛
媛
県
東
予
地
方
局

　
　
今
治
支
局　
総
務
県
民
室

　
　
☎︎
０
８
９
８-

２
３-

２
５
０
０
㈹
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　岩城島において毒蛇であるヤマカガシの発見事例
が複数報告されています。ヤマカガシは、黒と赤の
市松模様が特徴で、水辺や田畑、草むらなどに生息
しており、普段はおとなしい性質ですが、刺激すると
咬まれるおそれがあります。毒を持っているため、農
作業や草刈りなどの際には十分注意してください。

　噛まれた場合は、噛まれた箇所よりも心臓に近い方を
軽く縛りながら、水があれば血を絞りながら洗浄しつつ、
速やかに救急車を呼び、医療機関で受診してください。
●問い合わせ
　岩城総合支所　農林水産課　☎︎75-2500　

ヤマカガシ（毒蛇）にご注意ください

公益財団法人　
人権教育啓発推進センター
〒105-0012　
東京都港区芝大門 2-10-12　KDX 芝大門ビル４階

◆本相談事業は、（公財）人権教育啓発推進センター
が、厚生労働省生活相談充実事業により実施する
ものです。　　　 

アイヌの方 か々ら
さまざまなご相談をお受けします
日常生活でお困りのこと、嫌がらせ、差別など、
何でもご相談ください

相談専用電話
アイヌの方々のための専用フリーダイヤル

　　0120-771-208
受付　月曜日から金曜日
　（※祝日、12/29 〜 1/3を除く）
時間　午前９時〜午後５時
　●相談無料 ●匿名可 ●秘密厳守

広報かみじま2026.817



お知らせ

　　8/3 〜 8/7まで、県下各司法書士事務所にて
　 相続に関する無料相談を実施します。 8月3日は「司法書士の日」です。

　愛媛県司法書士会では、「司法書士の日」に合わせ、下記のとおり無料相談を実施します。相続登記をはじ
めとして、遺言、遺産分割協議など相続に関する相談に、司法書士が適切にアドバイスを行います。

◆日時・場所　令和8年８月3日（月）〜 7日（金）
　※県下各司法書士事務所で、随時承ります。
　　各事務所に連絡のうえ事前の予約をお願いします。
　※フリーダイヤル0120-13-7832（相続登記相談センター）に
　　て最寄りの司法書士事務所をご紹介することもできます。
　　　　　
◆相談料　無料　

◆相談例　登記名義人が亡くなった先々代のままです。　
　　　　　パートナーに全財産を相続させたいのですが・・・。
　　　　　相続人の中に行方不明の人がいて、遺産分割協議
　　　　　ができません。など　
 
司法書士は、「くらしの法律家」として、市民の権利擁護に寄与します。

◆◆◆◆◆◆◆　本件に関するお問い合わせ先　◆◆◆◆◆◆◆
〒790−0062　松山市南江戸１丁目４番１４号
　　　愛媛県司法書士会　☎089-941-8065　

★相続登記相談センター★
　　【受付フリーダイヤル】０１２０−13−７８３２

　相続登記とは、相続した不動産の名義を相
続人に変更することをいいます。令和6年4月
1日から相続登記の申請が義務化されました。
　それにより、相続によって不動産を取得した
相続人は、その所有権を取得したことを知っ
た日から3年以内に相続登記をすることが義務
となりました。また、令和6年4月1日以前の
相続でも、相続登記がされていないものは義
務化の対象になります。（正当な理由なく義
務に違反した場合は、10万円以下の過料が
科されることもあります。）

　不動産の名義を変更していないと、そのまま
では売却することはできず、担保にして融資を
受けようとする場合などにも手続きが順調に進
みません。また、長い間放置しておくと、相続
権のある人が次第に増えて権利関係が複雑に
なり、さまざまなトラブルが発生することも少な
くありません。そのため、できるだけ早い時期
に登記手続を行うことが重要となります。　

（いさんの　なやみに）

　このたび、岩城寿会と岩城老友会の方々が、長年に
わたり地域の緑化推進活動に尽力された功績が認め
られ、第76回全国植樹祭愛媛県緑化等功労者として
愛媛県知事感謝状が贈呈されました。

　このたびの受賞、誠におめでとうございます。今後も
ますますのご活躍を期待しております。

　愛媛県知事から感謝状が贈呈されました
第76回 全国植樹祭 愛媛県緑化等功労者 知事感謝状贈呈式　

おめでとうございます
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　耐震改修工事のため閉館していた県立図書
館が、８月 22 日（土）にリニューアルオー
プンします。
　子ども読書室を全面的にリニューアルする
など、より快適で利用しやすい図書館に生ま
れ変わります。みなさまのご来館をお待ちし
ています。

【問い合わせ先】 
　県社会教育課　　
　☎︎ 089-912-2931 

 ◉ 愛媛県立図書館リニューアルオープン！ 　 　 　
　◉ 第６回愛媛県小学生防災学習コンクール

　県内の小学生を対象に「防災」をテーマに
した学習作品を募集しています。受賞者には
豪華賞品をプレゼント。
　また、応募していただいた方には参加賞を
用意しています。この機会にご家族で防災に
ついて考えてみませんか？　

【対象】　県内の小学生
【募集期間】　～ 9/30（水）
【問い合わせ先】　県防災危機管理課　
　　　　　　　 ☎︎ 089-912-2325

島々の話題

６/14
（日）

岩城地区地域ふれあい学習会

　岩城中学校において 「SNSと人権 ～それって
本当に大丈夫？～」と題して地域ふれあい学習会
を開催しました。
　中裏修平氏（うらしま学舎）をお招きし、SNS
と人権をテーマに実施しました。学習会では、
SNSの投稿シーンの事例が出され「投稿しても大
丈夫か」「どういう場合であれば投稿してもOKか」
を、講師のお話しから参加者全員で考えました。
参加した人からは「この投稿はダメだったかもと心
当たりのあるものがいくつかあり、今後の行動を
意識して気を付けたいと思った」、「自分には何が
できるのか。どうしてNGなのかを考えることが
できた」などの意見が聞かれ、参加者それぞれが
学びと気付きを得る会となりました。
　また、中裏さんからは「炎上しないように自分を
守る行動をする」ことが「他人を守る行動になる」、

「一人ひとりがリテラシー（自分で考え判断する力）
を持つことが大切」とのお話があり、SNSの知識・
理解を深め、相手の気持ちに立って行動すること
の大切さを学ぶ機会となりました。

SNSと人権　～それって本当に大丈夫？～
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消 防 だ よ り

火災・救急・救助は

幼年消防クラブ　『正しい花火の遊び方』

弓削保育所　7/10（金）

岩城保育所　7/8（水）　　町内の各保育所において、７月8日からの３日間で幼年消防クラ
ブの活動を行いました。夏を迎えて花火を楽しむことが増えてくる
ため、正しい花火の遊び方や、使用時の注意点について紙芝居や
防火DVDを見て学びました。
　その後は屋外で、訓練用の水消火器の取り扱いを体験し、園児
のみんなは、楽しみながら消火の手順を学びました。　

令和 8 年6月出動件数　

（令和8年6月３0日現在）

地区 弓削 生名 岩城 魚島 その他 合計 R8 累計

火災   0　    0 　0  ０  0    0 　 0

救急 19  　9  10  1  0  39  204

【上島町消防署】 　　　　　   ☎77-4118
【上島町消防本部消防防災課】　　☎77-3166

共に守ろう、大切な人とふるさとを
消防団員絶賛募集中！

令和 8 年度全国統一防火標語　

「火の確認　いい日を支える　いい習慣」
　　もしもの時に命を救う「スマートフォンの自動緊急通報機能」について

　自動通報は安心な機能ですが、誤って通報してしまう
「誤発信」も増えています。
　会話が行なえずに通話が切断された場合は、折り返
し電話により状況確認を行っています。確認に時間を
要することもあるので、以下の対応をお願いします。

【誤発信に気が付いた場合】
　救急車などが必要ないのに１１９番が発信されてしま
った場合、電話を切らずに消防職員に「間違いでした、
救急車・消防車は必要ありません」と伝えてください。

【折り返し電話があったときは】
　通話中に慌てて電話を切ってしまっても、消防から
非通知または固定電話の番号で折
り返し電話がありますので、必ず
電話に出て救急車や消防車が必
要かどうかを伝えてください。

～ご注意ください～　誤出動防止のために　突然の事故や急病で、自分自身が動けない、あるいは通常の操
作による１１９番通報ができない。 そんな緊急事態に備え、スマー
トフォンには衝突事故を検出する機能や、電源ボタン等を操作す
ると１１９番通報を発信できる機能が搭載されている機種がありま
すので、緊急時に活用できるか把握しておいてください。

【衝突事故検知の場合】
　スマホが激しい衝突を検出
すると、機種によっては警告音
と画面上に警告が表示されま
す。一定時間操作がない場合
１１９番に発信し、音声メッセ
―ジによる自動通報が行われ
位置情報も共有されます。

【ボタン等の操作の場合】
　電源ボタンを５回押すなど、
簡易的な操作によって、１１９
番通報が発信されます。

（機種によって操作方法等に
違いがありますので注意して
ください。）

生名保育所　7/９（木）
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■締切 　8月3日(月)　　　
■投稿方法　
次を各総合支所へ投稿またはメール

（kikaku-joho@town.kamijima.ehime.jp）

★赤ちゃんの顔写真１枚★
①住所 　②名前　③性別 　
④生年月日　⑤保護者名 　
⑥電話番号　⑦メッセージ

戸籍だより 

死 亡 ご冥福をお祈りいたします

出 生 おめでとうございます

婚 姻 いつまでもお幸せに

次の方に寄付をいただきました。
紙上より厚くお礼申し上げます。　　　

敬称略／6月30日までの受付　

寄 付

本
ほ ん ま

間　光
こういち

一（岩城） ♥ 阿
あ べ

部　碧
あ お い

衣（岩城）

山
やました

下　陽
ひ お

央	  真
ま さ の り

佐典・寧
ね ね

々　（生名）

H A P P Y  B I R T H D A Y
１歳 のお 誕 生日おめでとう

令和 7 年 9月 生まれの赤ちゃん写真募集

人口の動き 令和8年6月30日現在
※（　）は前月比です。

区分 男 女 合　計 世帯数

弓削 １, ４１８
（▲５）

１, ３１４
（▲５）

２, ７３２
（▲ 1 ０）

１, ７６１
（▲６）

生名 ６３２　
（０）

６７７
（２）

１, ３０９
（２）

７９８
（０）

岩城 １, ００８
（▲３）

７４０
（▲１）

１, ７４８
（▲４）

１, ０６６
（▲５）

魚島 ７２
（０）

５６
（０）

１２８
（０）

９２
（０）

合計 ３，１３０
（▲８）

２, ７８７
（▲４）

５，９１７
（▲１２）

３, ７１７
（▲１１）

【人口の増減】転入等24人　転出等24人　出生1人　死亡13人

※戸籍だよりは、上島町各総合支所窓口へ届け
出に来られた方で、掲載の了解をいただいた方
のみを掲載しています。掲載をご希望の方は、
上島町各総合支所住民課または町民生活課へご
連絡ください。
■弓削総合支所 住 民 課　☎0897-77-2503
■生名総合支所 町民生活課　☎0897-76-3000
■岩城総合支所 町民生活課　☎0897-75-2500
■魚島総合支所 町民生活課　☎0897-78-0011

 ８月17日生まれ　
　田

た な か

中　那
な つ

津くん（弓削）　

　　　　　　　　
元気いっぱい大きくなってね！　
克典＆紗英　

MESSAGE

※一般寄付、ふるさと納税を行っていただいた方のう
ち、氏名等の広報紙への掲載については、希望された
方のみ掲載しています。　

松
まつした

下　吉
よしひろ

弘	 ５月１２日	 ７８歳（弓削）
田
た な か

中　孝
た か お

夫	 ６月　６日　 　　９０歳（岩城）
亀
か め い

井るり子
こ

	 ６月１２日　 　　７７歳（弓削）
福
ふ く ら

羅　勇
い さ お

夫	 ６月１７日	 ８９歳（生名）
柏
かしはら

原　伸
し ん じ

二	 ６月１８日	 ７０歳（弓削）
西
にしむら

村　義
よしかね

金	 ６月１９日	 ８９歳（弓削）
田
た な か

中　 武
たけし

   	 ６月１９日	 ８８歳（岩城）
矢
や の

野　節
せ つ お

男	 ６月２１日	 ９６歳（弓削）
濱
は ま だ

田　惠
けいぞう

三	 ６月２４日	 ７７歳（生名）
田
た む ら

村　克
か つ み

己	 ６月２７日	 ８６歳（弓削）
有
あ り た

田ナガコ	 ６月２８日	 ９８歳（弓削）

【ふるさと納税（上島町宛）】
　齊藤　雅俊　 5,500円　魚島離島留学の支援
　表　実　　　 6,000円　「子供が元気なまちづくり」に関する事業
　平沼　克美　 金一封　「子供が元気なまちづくり」に関する事業
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行事カレンダー　行事カレンダー　

8/31（月）
○町県民税　第２期分　
○国民健康保険税　第２期分
○後期高齢者医療保険料　第２期分

今月の税金の納期限 
納期限までに必ず納めましょう

上島町８月行事カレンダー・潮汐表　
日 予　　　　　定 潮 高　潮 低　潮

 時刻 潮位  時刻 潮位  時刻 潮位  時刻 潮位

1日(土) 第39回 かみじまふるさと夜市　17:45 開会　　20:30 打上花火 大 0:46 373 12:33 337 6:56 115 18:53 49

2日(日) 中 1:15 373 13:12 344 7:25 103 19:28 58

3日(月) 健康相談（岩城総合支所２階10：00 ～ 11：00） 中 1:45 368 13:53 345 7:57 93 20:06 75

4日(火)
スポレク体育館休館日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
行政相談（岩城コミュニティセンター 10：00～12：00）　　　
健康相談（せとうち交流館9：30 〜 10：30）　

中 2:18 358 14:39 339  8:34 87 20:47 99

5日(水) 小 2:55 343 15:34 328 9:16 86 21:35 129

6日(木) 　 小 3:38 324 16:43 315 10:07 89 22:36 160

7日(金) 小 4:32 304 18:10 310 11:11 93 ー  ー

8日(土) 長 5:44 288 19:41 320  0:01 184 12:31 91

9日(日) 若 7:10 284 20:58 342 1:49 188 13:56 78

10日(月) 中 8:28 296 21:57 367 3:13 172 15:07 56

11日(火) 山の日　スポレク体育館休館日　　 中 9:33 316 22:44 388  4:11 148 16:05 34

12日(水) 中 10:26 339 23:26 401 4:57 124 16:54 17

13日(木) 大 11:14 359 ー ー 5:37 103 17:39 10

14日(金) 大  0:04 406 11:57 372 6:14 86 18:20 14

15日(土) 大 0:39 402 12:39 376  6:49 75 18:58 29

16日(日) 大 1:13 390 13:20 370 7:24 71 19:36 54

17日(月) 中  1:45 372 14:02 356 7:58 74 20:13 86

18日(火) スポレク体育館休館日　　 中 2:16 349 14:45 336 8:33 83 20:49 122

19日(水) 中 2:46 324 15:33 311 9:10 96 21:28 159

20日(木) 健康相談（魚島地域交流センター 10：00 ～ 11：30） 小 3:17 298 16:36 287 9:51 113 22:16 194

21日(金) 健康相談（岩城長江集会所10：00 ～ 11：00） 小 3:50 273 18:11 273 10:45 130 23:44 222

22日(土) Love & Beat Live ! 2026　岩城生名漁協横 物揚げ場18：00 〜 長 4:43 250 20:07 278 12:07 141 ー  ー

23日(日) 若 6:36 237 21:21 297  2:51 221 13:51 137

24日(月) 中 8:16 244 22:01 316  3:54 202 15:01  121

25日(火) スポレク体育館休館日 中  9:16 262 22:31 333 4:24 183 15:48 102

26日(水) デイケア（岩城保健センター 13：30 ～ 15：00） 中 9:59 285 22:56 349 4:47 163 16:24 83

27日(木) 大 10:34 309 23:21 361 5:09 142 16:57 67

28日(金) 健康相談（生名総合支所10：00 ～ 11：00） 大 11:08 333 23:46 371 5:31 121 17:29 56

29日(土) 第７回史跡弓削島荘遺跡探訪・散策講座　
 8:00 ～ 12:00　塩づくり体験会（鎌田塩田） 大 11:42 354 ー ー 5:56 100 18:00 50

30日(日) 大 0:12 376 12:17 370  6:22 81 18:33 52

31日(月) 中 0:40 377 12:54 377 6:51 66 19:07 62
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●問い合わせ　せとうち交流館
　　上島町弓削下弓削 1037-2 
　　☎ 77-2252　　 77-2292Fax

 

☆一般書☆　　　　タイトル 作　　者 タイトル 作　　者
コンビニ兄弟５ 町田　そのこ 隣の畑は青々と 阿﨑　秋子

はなの味ごよみ心ちぎり 高田　在子 あなたが正しくいられたとき 芦沢　央

見えるか保己一 蝉谷　めぐ実 私たちはたしかに光ってたんだ 金子　玲介

ファイア・ドーム（上） 辻村　深月 シャーロック・ホームズは引退しました ホリー・ヘップバーン

ファイア・ドーム（下） 辻村　深月 タイム・アフター・タイム 吉田　修一

とびきりおいしいおうちおやつ 野村　友里 台所のあるところ 原田　ひ香

多類婚姻譚 凪良　ゆう こうやって作家は言葉を紡ぐ 小川　哲

●ご利用案内　開館時間 ８:30 ～ 17:15　

● 原爆パネル展　　8月5日〜8月16日
◦ てまり(てまりグループ)　　　　　

※入荷次第貸出となりますので、ご了承ください。

種類 貸 出 限 度 貸出期間

図書 1人5冊まで(うち新着本 2冊) ３週間

DVD 1人3本まで(うち新着DVD １本) １週間
新着 DVD 3 日間

 せとうち交流館だより　せとうち交流館だより　
 ≪メディア室・展示室のご案内≫

☆児童書☆　　　　タイトル 作　　者 タイトル 作　　者
かいけつゾロリ　いただき！！なぞのどデカダイアモンド 原　ゆたか めだまのスポットふたりでさんぽ 田中　達也

？と！のえほん　たれてる 鈴木のりたけ ぴかぴか　ころりん・ぱ！ ひらぎみつえ

ごみしゅうしゅうしゃのぽいすけくん 正高　もとこ なきむしなきこちゃん ザ・キャビンカンパニー

絵本 はたらく細胞 ばいきんvs.白血球たちの大血戦！ 牧村　久実

 ■ 愛媛県立図書館の図書を借りることができます。受付までお問合せください。
  ■ 図書のリクエストを受け付けています。

令和８年8月新着図書　　

　6月7日（日）、上島町文化協会洋楽部が、文化活動普及の
一環として上弓削ふくふくの会で「ふくふくの会 ＬＩＶＥ」を開
催しました。　
　当日はあいにくの雨天ではありましたが、会場は雨を吹き
飛ばすような盛り上がりを見せ、洋楽部による心のこもった演
奏に、利用者の皆さんは手拍子や歌声で応え、スタッフも出
演者とともに音楽を楽しむなど、会場全体が一体感にあふれ
るライブとなりました。音楽を通じた交流により、利用者の
皆さんに笑顔あふれる時間を提供するとともに、文化活動の
魅力を広く伝える機会となりました。

上島町文化協会洋楽部　「ふくふくの会 ＬＩＶＥ」


